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小学校児童の生活と余暇時間の過ごし方
一高知県M小学校児童を対象としてー
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はじめに

近年、夜型化した社会や家族の生活の影響を受けて、子どもたちの就寝時刻の遅延や睡眠時間の短縮

傾向が確認されている。小学校児童においても、学年が進むにつれて、就寝時刻の遅さや短時間睡眠が

顕在化してきた。小学校期、とくに高学年では思春期前期にさしかかり、生理的に睡眠相の後退がみら

れる時期 1) でもある。このような、成長期の自然な睡眠の発達に対して、過度なテレビ視聴やゲーム

機器の多用によって、生活のさらなる夜型化や翌朝の疲労症状有訴の増加、集中力の欠如など、心身に

ネガティブな影響を来たしている子どもたちの存在が懸念される。

そこで、本報告では、小学校児童に焦点をあて、児童の生活状況、朝の疲労症状の訴え、余暇時間の

過ごし方についての調査を行い、その結果から、子どもたちの実態を把握し、近年の児童の抱える生活

習慣や余暇時間の過ごし方に関する課題とその対策を模索することとした。

方 法

2012年6月、高知県高知市内のM小学校に通う高学年児童 274名 (5年生男子 70名・女子 65名，

6年生男子 76名・女子 63名)に対して、児童の生活習慣調査 2) を行った。主な質問項目は、就寝時

刻、起床時刻、朝食摂取状況、朝の排便状況、朝の疲労症状、帰宅後のあそび、帰宅後の主なあそび場

などであった。

結 果

1 生活状況

高知市M小学校児童の生活活動の時間・内容および人数を、表 1に示した。就寝時刻別の人数割合を

みると、学年・男女を問わず 122時半以降就寝児童」の人数割合が最も多く、 5年生男子で 47.1%、

女子で 46.2%、6年生男子で 44.7%、女子で 58.7%であった。

朝食摂取状況をみると、毎日朝食を食べている子どもは、 5年生男子で 87.0%、女子で 89.2%、6

年生男子で 89.3%、女子で 93.5%であった(図1)。男子では朝食を「食べていなしリと「あまり食べ

ていなしリ割合が両学年にみられた一方で、女子ではこれらの割合は皆無で、あったことから、女子の方

が朝食を定期的に摂取している傾向にあった。

また、朝の排便状況をみると、「毎朝する」と「朝する時の方が多し、」児童を加えた割合は、 5年生

男子で 32.9%、女子で 32.8%、6年生男子で 43.5%、女子で 36.5%であった(図 2)0 各学年・男女

ともに朝の排便のある子どもの状況は、 3割程度と少ない特徴が確認された。

2 朝の授業前のコンディション

授業開始前の児童の様子を、疲労に関する 10症状の訴え状況からみると、 5・6年生は、男女とも

に「あくびがでるJ1ねむしリ「横になりたし¥J 1からだがだるし、Jの訴えが顕著であった(図 3)0 とく

に、あくびゃねむけ症状を 4~6 割の子どもたちが訴えていた。

3. 余暇時間の過ごし方

帰宅後のあそび(3項目選択)をみると、 5年生男子以外はテレビ・ビデオが最も多い結果となった

(図 4)。具体的には、 5年生男子ではテレビゲーム (68.6%)が最多で、次いでテレビ・ビデオ(47.1%)、

マンガ・カードゲーム (21.4%)と続いた。 5年生女子は、テレビ・ビデオ (43.1%)、マンガ (29.2%)、
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表 1 小学生の生活活動の時間・内容および人数 (高知市M小学校N=274)

項1目¥~対---象~ 5年生男子(70人) 5年生女子(65人) 6年生男子(76人) 6年生女子(63人)

平均値 標準偏差 平均値 標準備差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

就寝時刻 22時18分 49分 22時09分 46分 22時22分 49分 22時30分 45分

睡眠時間 8時間16分 50分 8時間22分分 47分 8時間11分 54分 8時間06分

三42函41 分分起床時刻 6時34分 33分 6時32 30分 6 時3 33 分分トお卜-1時37
朝食時刻 6時58分 27分 6時56分 21分 6時5 時01分

排便時刻 9碍10分 231分 8時54分 241分 9時14分 260分 9時00分 239分

登校時刻 7時32分 23分 7時32分 16分 7時29分 19分 7時37分 20分

通学時間 19分 13分 19分 12分 19分 11分 17分 10分

運動時間 1時間44分 92分 1時間43分 93分 1時間45分 92分 1時間03分 63分

うITVち-、戸外での運動時間 1時間36分 123分 1時間17分 96分 1時間12分
1 72 31 分分

37分 44分

ビデオ視聴時間 2時間35分 136分 2時間52分 153分 2時間38分 ト 2時間30分 110分

TVゲーム使用時間 1時間40分 113分 39分 57分 1時間21分 112分 31分 46分

PいイCンゲターム使用時聞 30分 61分 12分 21分 32分 97分 12分 28分

ーネット使用時間 19分 41分 29分 81分 27分 50分 25分 51分

PCでの勉強時間 6分 25分 10分 26分 6分 22分 12分 24分

携帯電話使用時間 4分 17分 5分 12分 1分 7分 2分 8分

|携家帯でのメー勉ル強使時用間時間
1分 6分 5分 11分

1 匡19堕時F四2D411分分分17LL111 - 25632017分分分9 7 

18分
4588ラ分士j

同27分「 67分 1時間34分 93分 1時間40分

遊ぶ人数(人) 4.5 3.1 3.9 2.4 3.2 

習い事の数

I1叩;21 0.9 2.1 ← 1.0 1.9 1.0 

夕食時刻 69分 19時16分 64分 19時15分 73分

ロ毎日食べている ロだいたい食べている ロ毎朝する 日朝する時の方が多い
回食べる人食ベない日が半々 岡あまり食べていない 回朝する碍としない時が半々 園朝しない時の方が多い

-食べていない 圃朝しない
2.9 

5年生男子| 87.0 同調1.4
5年生男子 1

(N=70) ! (N=70) 

5年生女子 l
89.2 l7.71213.1 (N=65) (N=65) 

2.7 
6年生男子| 89.3 i震調

6年生男子|

(N=76) (N=76) 

6年生女子 |7.91 
1:16.5 

28.6 6.3 
93.5 (N=63) (N=63) 
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図 1 小学生の朝食摂取状況
図2 小学生の朝の排便状況
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図3 小学生が訴える朝の疲労症状
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テレビ Eビデオ 47.1 テレビピデオ 43.1 

テレビゲーム 68.6 24.6 

マンガ 21.4 マンガ 29.2 

絵をかく 11.4 絵をかく 21.5 

本読み _18.6 本読み 23.1 
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図4 小学生の帰宅後のあそび

テレビゲーム (24.6%)の順に多かった。また、 6年生をみると、男子では、テレビ・ビデオ (59.2%)、

テレピゲーム (56.6%)、サッカー (26.3%) の順に多く、女子では、テレビ・ビデオ (66.7%)、マン

ガ (39.7%)、本読み (34.9%) の順に多かった。

帰宅後の主なあそび場については、学年・性別を間わず、家の中が最も多く、 5年生男子で 64.3%、
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図5 小学生の帰宅後の主なあそび場

女子で 67.7%、6年生男子で 71.1%、女子で 84.1%となった。次いで、多かったのは、 5年生男子で公

園 (51.4%)、女子で友人の家・公園 (47.7%)、6年生男子で公園 (50.0%)、女子で友人の家 (58.7%)

であった。

考 察

授業開始前の朝の子どもたちの様子を、疲労に関する 10症状の訴え状況からみると、 5・6年生は、

男女ともに「あくびがでるJiねむしリ「横になりたしリ「からだがだるしリの4症状を顕著に訴えてい

た。とくに、あくびゃねむけ症状を、 3~6 割近い子どもたちが訴えているということは、前夜からの

睡眠が疲労の回復を図っていないことを示すものであり、この睡眠の問題を解決することが急務であろ

う。また、放課後の時間に、自然に体力の高まる運動的なあそびの経験が少ないこと、あそびの場も家

の中や友人の家というダイナミックな運動あそびが展開できない室内が多いことからも、疲労症状の発

現と保有をしやすい身体的特徴(体力の弱さ)をもつようになっているのではなかろうか。

さらに、夕食の開始が遅いことと、テレビやビデオ視聴、 TVゲーム使用時聞を合わせると 3時間を

超える状態となっていることから、夜型化した生活を送り、質の良い睡眠が十分にとれていないことも

推察され、懸念された。

まとめ

小学校児童の帰宅後のあそびで 40%を超える子どもたちに行われている活動は、 5年生男子でテレ

ビゲームとテレビ・ビデオ、女子でテレビ・ビデオ、 6年生男子でテレビ・ビデオとテレビゲーム、女

子でテレビ・ビデオであり、多くの子どもたちが静的で、対物的な活動を行っている実態を確認した。
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